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　今年の長いもまつりもコロナウ
イルス感染予防の観点から、残念
ながら中止とさせていただきます。
何卒ご理解のほど、よろしくお願
い申し上げます。
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生き物にも優しく接することができる児玉家の子どもたち
　

10
月
22
日
に
児
玉
家
を
訪
ね
る
と
、
末
っ
子
の
礼
く

ん
が
私
の
荷
物
を
持
っ
て
く
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
満

点
の
お
出
迎
え
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
女
の
凛
さ
ん
は
小
学
６
年
生
。
昆
虫
を
見
る
の
が

好
き
で
、
現
在
は
ゾ
ウ
ム
シ
の
幼
虫
と
ク
ワ
ガ
タ
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
昆
虫
館
や
博
物
館
の
職
員
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
、
色
々
な
昆
虫
の
性
質
や
餌
に

つ
い
て
勉
強
中
！
お
母
さ
ん
の
香
織
さ
ん
は
「
弟
た
ち

を
ま
と
め
た
り
、
一
緒
に
よ
く
遊
ん
で
く
れ
て
い
る
」

と
教
え
て
く
れ
て
、
頼
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

長
男
の
詩
く
ん
は
小
学
１
年
生
。
取
材
中
に
質
問
を

す
る
と
「
詩
は
ね
ぇ
～
、
」
と
お
母
さ
ん
に
く
っ
つ
き

な
が
ら
答
え
て
く
れ
た
の
が
と
て
も
可
愛
く
印
象
的
で

し
た
♡
小
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
１
位
に
な
っ
た
詩

く
ん
は
や
る
と
き
は
や
る
頑
張
り
屋
さ
ん
で
す
。
以
前

は
「
お
米
と
ぎ
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
「
ま
た
お

米
と
ぎ
し
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」
と
即
戦
力
で
す
。

将
来
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
ヒ
カ
キ
ン
と
コ
ラ

ボ
す
る
の
が
夢
と
の
こ
と
で
し
た
！

　

次
男
の
礼
く
ん
は
海
の
生
き
物
が
大
好
き
な
年
中
さ

ん
で
す
。
末
っ
子
で
甘
え
ん
坊
な
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、

大
人
向
け
の
内
容
が
難
し
い
テ
レ
ビ
を
観
て
生
き
物
の

種
類
や
難
し
い
名
前
、
性
質
を
覚
え
る
く
ら
い
勉
強
熱

心
な
礼
く
ん
。
お
母
さ
ん
が
幼
稚
園
へ
お
迎
え
に
い
く

と
、
遊
具
で
遊
ぶ
こ
と
よ
り
も
木
を
見
て
虫
を
探
し
た

り
し
て
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

児
玉
家
の
子
ど
も
た
ち
は
３
人
仲
良
し
！
昆
虫
な
ど

の
生
き
物
に
も
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
素
直
で

明
る
い
子
ど
も
た
ち
へ
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
「
健

康
で
元
気
に
自
分
ら
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

【ご家族紹介】
前列左から～長男の詩くん(７)、次男の礼くん(５)
後列左から～お母さんの香織さん(38)、長女の凛さん(12)、
　　　　　　お父さんの渉さん(46)
作付内容：玉ねぎ、秋小麦、白花豆、てん菜等を約19㌶作付けして
　　　　　います。

長いもの収穫
本格化

　冬の足音がだんだんと近づいてき

た10月下旬、きたみらい管内では長

いもの収穫作業が本格化しています。

　上常呂地区広郷の酒井秀徳さんの

圃場では10月29日から収穫が始まりました。今年、25㌃

作付けしている酒井さんは「今年も長いもまつりが中止

となり残念だが、味、太さ、形も良く、出来は良好。ス

ーパーにも並んでいるので、見かけたら是非手に取って

ご賞味ください」と話しました。

　当ＪＡでは10戸が約2.4㌶作付けし、約30㌧の出荷を

見込んでおり、収穫作業は11月中旬まで続く予定です。

▲収穫した長いもを手にする酒井さん
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こ
の
度
、
当
Ｊ
Ａ
で
取
り
扱
う
加
工
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
で
は
農
産
物
＋
加
工
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
①
全
国
的
な

認
知
度
向
上
、
②
付
加
価
値
化
、
③
Ｊ
Ａ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
作
り
を
目
的
に
10
年

以
上
前
か
ら
加
工
商
品
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
に
は
加
工
商
品
等
の

販
売
額
が
１
億
円
を
超
え
る
な
ど
順
調
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ

ン
が
新
し
く
な
っ
た
加
工
商
品
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲現行のデザイン
▲新しい小箱段ボール

▲ＪＡキャラクターランドのページ画面

▲加工商品用ロゴマーク（上）と
　青果物小箱・小袋用ロゴマーク（下）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
背
景

　

加
工
商
品
は
、
北
海
道
生
ま
れ
の
農
畜
産
物
の
美
味
し
さ
を
最
大
限
に
知
っ
て
い

る
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
、
「
匠
の
技
術
」
か
ら
生
ま
れ
た
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
伝

え
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
、
ま
た
青
果
農
産
品
は
、
雄
大
な
大
地
で
育
っ
た
「
恵
」
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
左
ペ
ー
ジ
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

 

〝
力
強
い
農
業
〟
〝
産
地
の
信
頼
性
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ま
っ
す
ぐ
な
縦
帯
を
中

心
に
配
置
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の
「
信
念
」
や
「
志
」
を
伝
え
、
素
材
写

真
を
メ
イ
ン
に
使
う
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

※

現
行
の
包
材
が
無
く
な
り
次
第
、
順
次
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。
今
後

は
調
味
料
な
ど
、
他
の
商
品
も
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
て
展
開
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
箱
段
ボ
ー
ル
（
３
㎏
・
５
㎏
）
も
新
た
に
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
当
面
は
、

通
信
販
売
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
販
売
へ
の
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
新
デ
ザ
イ
ン
の
紹
介

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
左
記
店
舗
な
ど
で
お
買
い
求
め
頂
け
ま
す
。

◆
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
エ
ー
コ
ー
プ
各
店
舗 

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
パ
ラ
ボ

◆
イ
オ
ン
北
見
店 

◆
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
北
見
店

◆
東
武
イ
ー
ス
ト
モ
ー
ル
端
野
店 

◆
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
北
見
と
ん
田
東
町
店

　

ま
た
、
き
た
み
ら
い
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
購
入
頂
け
ま
す
。

取
り
扱
い
店
舗
・
購
入
先

玉ねぎとチーズが
溶け込んだ
ポークカレー

玉ねぎと
鶏もも肉の
黒カレー

玉ねぎと
牛すじの
カレー

玉 ね ぎ

馬鈴しょ

　

日
本
農
業
新
聞
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、
国

消
国
産
を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲
載
し
、
産
地

の
情
報
や
各
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
発
信
す
る
特
設

ペ
ー
ジ
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
き
た
み
ら
い
の
新

ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

⬇

あ
わ
せ
て
確
認

ＪＡきたみらいホームページ オンラインショップ

（URL： https://www.jakitamirai.or.jp/onlineshop/）

日本農業新聞ホームページ ＪＡキャラクターランド

（URL： https://pr.agrinews.co.jp/ja_charaland/?latest）

　

加
工
品
は
こ
れ
ま
で

製
造
会
社
ご
と
に
異
な

る
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り

統
一
感
や
存
在
感
、
魅

力
を
詰
め
込
ん
だ
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
デ
ザ
イ
ン
に

す
る
こ
と
で
、
よ
り
消

費
者
に
選
ば
れ
る
商
品

を
目
指
し
ま
し
た
。

新
デ
ザ
イ
ン
で
認
知
度

Ｕ
Ｐ
！

〜
Ｊ
Ａ
加
工
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

特特
集集

これからも北海道で
光り輝くＪＡとして

☆マークを
位置情報で表示

８ＪＡが合併した
きたみらいを　
　八の字で表現
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▲大型コンバインで大豆を収穫する様子

▲収穫した大豆をコンテナに移す様子

例
年
よ
り
２
週
間
遅
れ
の
収
穫
開
始
と

な
っ
た
が
、
品
質
も
良
好
で
平
年
以
上

の
収
量
を
見
込
め
そ
う
だ
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
大
豆
は
、
当
Ｊ
Ａ
受
入

調
製
施
設
に
運
ば
れ
た
後
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
大
空
町
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ン

ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
調
製
し
全
国
へ
出

荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
今
年
の
作
付
面
積
は
約
８

７
０
㌶
で
生
産
量
は
２
，
１
７
０
㌧
を

見
込
ん
で
お
り
、
収
穫
作
業
は
11
月
上

旬
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
で
は
10
月
中
旬
、

各
地
区
で
大
豆
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
、

大
型
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
次
々
と
大
豆

が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

端
野
地
区
で
大
豆
を
約
４
㌶
作
付
け

し
、
き
た
み
ら
い
豆
類
振
興
会
副
会
長

を
務
め
る
岡
野
拓
弥
さ
ん
は
収
穫
作
業

に
あ
た
っ
て
「
今
年
は
降
水
量
が
多
く
、

大
豆
の
収
穫
作
業
最
盛
を
迎
え
る

▲収穫の様子

▲圃場脇に積み上げられたてん菜

幸
さ
ん
は
「
今
年
は
春
の
低
温
や
強
風

で
欠
株
が
出
る
な
ど
被
害
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
順
調
に
生
育
し
て
よ
か
っ
た
。

砂
糖
の
消
費
が
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
、

甘
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
度
４
９
５
戸
が
て

ん
菜
を
作
付
け
し
、
作
付
面
積
は
約
３
，

３
０
０
㌶
、
生
産
量
は
平
年
並
み
の
約

20
万
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
収
穫
作

業
は
11
月
上
旬
ま
で
続
く
予
定
で
、
収

穫
さ
れ
た
て
ん
菜
は
順
次
、
北
海
道
糖

業
の
製
糖
工
場
へ
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
10
月
上
旬
、

て
ん
菜
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

収
穫
期
に
雨
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
平

年
並
み
の
収
穫
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

温
根
湯
・
留
辺
蘂
地
区
で
は
今
年
か

ら
大
型
収
穫
機
「
テ
ラ
ド
ス
」
が
導
入

さ
れ
、
次
々
と
て
ん
菜
が
収
穫
さ
れ
て

い
ま
す
。
温
根
湯
地
区
で
て
ん
菜
を
約

５
・
７
㌶
作
付
け
し
、
き
た
み
ら
い
て

ん
菜
振
興
会
の
理
事
を
務
め
る
森
谷
和

て
ん
菜
収
穫
ス
タ
ー
ト

〜
温
根
湯
・
留
辺
蘂
で
テ
ラ
ド
ス
稼
働
〜

▲安全運転を呼び掛ける部員

▲参加した部員の皆さん

掛
け
し
、
11
時
頃
か
ら
10
分
ほ
ど
で
用

意
し
た
50
袋
を
す
べ
て
配
布
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

支
部
長
の
大
和
谷
由
理
さ
ん
は
「
自

宅
で
大
切
に
育
て
た
農
産
物
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
部
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
る
。
交
通
事
故
が
減
る
よ
う
今
後

と
も
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
、
参
加
し
た
部
員
ら
は

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部

は
11
月
１
日
、
置
戸
町
で
交
通
安
全
街

頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
い
中
、
部
員
８
人
が
参
加
。

勝
山
駐
在
所
の
警
察
官
に
交
通
整
理
を

協
力
し
て
も
ら
い
、
エ
ー
コ
ー
プ
前
の

交
差
点
で
信
号
待
ち
の
車
や
買
い
物
客

な
ど
に
、
部
員
が
生
産
し
た
か
ぼ
ち

ゃ
・
玉
ね
ぎ
・
馬
鈴
し
ょ
・
ヤ
ー
コ
ン

を
詰
め
合
わ
せ
た
袋
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

道
路
の
両
側
で
交
通
安
全
の
旗
を
振

り
な
が
ら
、
通
る
車
一
台
一
台
に
呼
び

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部
〜

野
菜
を
配
り
交
通
安
全
呼
び
掛
け
る

機
械
を
展
示
し
物
販
ブ
ー
ス
も
設
け
ま

し
た
。

　

２
時
間
近
く
か
け
て
各
ブ
ー
ス
を
回

り
説
明
を
受
け
て
い
る
来
場
者
も
お
り
、

「
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
農
業

機
械
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
興

味
深
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
荒
喜
文
会
長
は
「
現
状

の
ス
マ
ー
ト
農
業
情
勢
を
生
産
者
に
知

っ
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
て
よ
か

っ
た
。
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協

議
会
は
10
月
25
日
か
ら
26
日
の
２
日
間
、

当
Ｊ
Ａ
訓
子
府
整
備
工
場
で
ス
マ
ー
ト

農
業
機
械
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
展
示
会
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す

る
知
識
の
幅
を
広
げ
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、

き
た
み
ら
い
管
内
外
か
ら
約
２
１
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
自
動
操
舵
や

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
薬
散
布
用

ド
ロ
ー
ン
、
可
変
施
肥
対
応
ブ
ロ
ー
ド

キ
ャ
ス
タ
ー
な
ど
15
社
の
幅
広
い
農
業 〜

最
新
の
農
業
機
械
が
勢
揃
い
〜

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
展
示
会

▲▼展示会の様子
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きたみらい技能実習生

ハー ティ トゥエット スオンさん（23歳）

出身地：ベトナム（ロンアン省）

役立つベトナム語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　旅行をすることです。Ｑ好きな日本語はなんですか?
　　愛という言葉が好きです。Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　寿司と焼肉！
Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　一番大変だったのは、日本の方とのコミュ　ニケーションです。
Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　パン職人になってみたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　こんなにたくさんの実習をしたのは初めて　で、腰や足が痛いときもありましたが北見で　の生活はどれも素晴らしい経験になりました。

　スオンさんの出身地であるロンアン省は、ベトナム最大の
都市であるホーチミン市の南西に隣接しており、ここ数年の
経済成長がめざましい地域だそうです！ロンアン省で有名な
食べ物はライスペーパーで、ベトナム語では「バインダー」
または「バインチャン」と教えてくれました。ライスペーパ
ーを使った生春巻き美味しそうですね！

お互いに思いやる
　　　  温かい夫婦

端野地区・川向　

桜　井　勇　人さん（28歳）

真　佑さん（27歳）

 ゆう     と

  ま      ゆ

みらいプロジェクトチャンネル
vol.19

　前回は農協の各種事業について、一般の人たちの目からどのように映っているのかということ

を考えてみました。そこからは、農協のいわゆる農業関連事業と呼ばれる販売事業や農業振興の

事業などは比較的高く評価されていること、一方で、「生活事業」については思ったよりも評価

が高くない、という結果となりました。今回は、農協について別の角度から一般の人たちの「眼

差し」について考えてみたいと思います。図は農協に関するキーワードを一般の人たちがどのよ

うに認識しているのかを示しています。回答割合の高いものをみると、否定的な見解である「古

い組織」と肯定的な見解である「農産物のＰＲ」がともに35％前後となっています。特に当ては

まるものはないという方が15％程度しかいない、ということは良くも悪くも農協という組織の認

知度の高さを示していると言えます。

　これらのキーワードは統計的手法（主成分分析ともいう）を用いることでまとめることができ

ます。その結果、三つの項目に分けることができました。詳しいことは省略しますが、これは一

般の人たちが農協について持っている見解は、主に三つの要素で説明することができる、という

ことを表しています。その三つは、「安全な農産物供給の生産者の集まり」、「古い閉鎖的組

織」、「公平・公正な組織」というものです。このように、キーワードを設定した際の想定通り、

三つの要素を見つけることができました。

　次に知りたいのは、どのような人がどのような要素を持っているのか、という点です。大枠の

結論的にいえば、統計的に一定の傾向を見出すことはなかなか難しい、というものでした。です

が、「こんなことが言えるかもしれない」ということはみえてきました。年齢と性別階層ごとに、

この「眼差し」の得点の平均を出してみると、次のようなことが言えるかもしれません。「古い

閉鎖的組織」という要素は60歳以上の男性に比較的強くみられますが、それ以外の人たちには傾

向は見られませんでした。「安全な農産物供給の生産者の集まり」という要素は、70歳以上の女

性に多く見られそうです。また、「公平・公正な組織」というのは、全体的にその得点は低いで

すが、若い世代の男性において比較的高くなっているようです。

　こうした傾向を踏まえると、農協の情報発信について、どこのターゲットにどのような内容を

伝えていけば良いのか、ということを考えることができると思います。評価の低いところを伸ば

す、または、高いところを更に伸ばすなど、いろいろな考え方があると思います。

「農に対する国民の意識」アンケート結果について③ Qお付き合いから結婚に至るまで
　もともと同じ学校の同級生で、10年振りに
友人の結婚式で再会し、約１年間の交際後に
ゴールインしました！
Qお二人の趣昧は?
　勇人さん…ギター
　真佑さん…ランニング、お菓子作り
Qこれからしたいことは?
　勇人さん…友人と朝まで飲み明かす
　真佑さん…大型犬を飼って顔を埋めたい
Qお互い好きなところは?
　勇人さん…料理がおいしい、頑張り屋なと   
　　　　　　ころ
　真佑さん…物を大切にしている、機嫌が変
　　　　　　わらないところ
Qお互いへの感謝の言葉
　勇人さん…くだらない話でもニコニコ聞い
　　　　　　てくれてありがとう！
　真佑さん…いつもご飯やいろいろなことを
　　　　　　褒めてくれてありがとう！

　※写真は、キカラシを背景に撮影しました。
　　馬鈴しょ収穫作業中に真佑さんが見つけ
　　たハート形の馬鈴しょを手に記念写真。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

図：農協に関する考えであてはまる言葉 表：農協に対する考え方と年齢・性別の関係

安
全
な

農
産
物
供
給
の

生
産
者
の
集
ま
り

中
間
搾
取

古
い
閉
鎖
的
組
織

公
平
・
公
正
な

組
織

村
社
会

中
央
集
権
組
織

集
票
組
織

商
売
が
へ
た

不
正
が
多
い

閉
鎖
的

古
い
組
織

農
業
政
策
の
提
案

生
産
者
の
相
互
扶
助
の

た
め
の
組
織

安
定
供
給
の
取
り
組
み

担
い
手
の
育
成

食
育
活
動
の
実
施

新
規
参
入
支
援

新
し
い
農
産
物
︑

品
種
開
発

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ

安
全
安
心
の
取
り
組
み

︵
情
報
発
信
︶

う
そ
を
つ
か
な
い

公
平

上
記
に
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い
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▲意見交換会に参加した北見市議会議員と技能実習生

　外国人技能実習生は10月６日、北見市議会議員

６人と意見交換会を行いました。

　技能実習生として北見に来てもらうために必要

な環境整備や支援などについての質問に対し、こ

れまでの日常生活や実習の経験をもとに真剣に答

えていました。

▲北見市での支援要請（左から
　当ＪＡ齊藤専務、辻北見市長、
　ＪＡところ川上組合長）

　近年の新型コロナウイルス、ウクライナ情勢、
円安の進行等により飼料や肥料、燃油といった営
農に必要不可欠な生産資材が高騰し、当ＪＡをは
じめ、北海道農業の生産基盤の維持、存続が危機
的な状況に直面しています。
　そのような中、当ＪＡとしても消費者への食料
安定供給の使命を果たし、食料安全保障強化の実
現を図るため、生産者の営農にとって即効性のあ
る施策を講じてもらうよう、10月に北見市、訓子
府町、置戸町及び各議会に対して農業生産資材高
騰対策対応に関する支援要請を行いました。
○要請内容
１．酪農・畜産経営安定対策
　　　飼料高騰対策をはじめ、酪農、畜産農家の
　　　経営安定に資する対策
２．肥料価格高騰対策
　　　肥料原料等の急
　　　激な価格高騰に
　　　対して、地域実
　　　態に応じた万全
　　　な支援水準とな
　　　る影響緩和対策

資材高騰対策について３行政へ支援要請北見市議会議員との
意見交換会

北見市議会議員との
意見交換会

置戸地区の２組合員、酪農・畜産分野で高成績収める

　置戸地区で酪農を経営する布田透さんは、「令
和３年度北見管内良質乳生産者」として北見管
内乳質改善協議会より表彰を受けました。
　より良質な生乳の出荷を目的として、令和３
年４月から令和４年３月までの１年間において、
選考基準である体細胞数・生菌数の数値が低く、
優秀な成績を収めた上位５名が良質乳生産者と
して表彰されます。
　今回の表彰にあたり布田さんは「より一層乳
質管理を徹底し、美味しい牛乳を消費者に提供
したい」と話してくれました。

▲「交雑牛の部」最優秀賞を受賞した篠原さん

篠原さん「北海道枝肉共励会」で最優秀賞！

▲「良質乳」で表彰された布田さん

　置戸地区で肉牛一貫飼育・畑作を経営する篠
原正博さんは、令和４年度北海道枝肉共励会「交
雑牛の部」で最優秀賞を受賞しました。
　審査は帯広市の北海道畜産公社で開催。「交
雑牛の部」では66頭が出品され、篠原さんの出
品牛は枝肉重量566㎏で格付けはＡ５ランクと
高い評価を受け受賞となりました。
　表彰にあたり篠原さんは「枝肉の全体的な格
付けは良く、受賞することができて嬉しい。今
後の目標は枝肉の重量を高くしていきたい」と
喜びと意気込みを語ってくれました。

布田さん「良質乳」で表彰！
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「基本チェックリスト」について ⑤

こころの健康と問題焦点コーピング

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

　当ＪＡ上常呂支店では10月25日、北見警察署生活
安全課の協力のもと銀行強盗が押し入ったという想
定で防犯模擬訓練を行いました。本番さながらの訓
練となり、当ＪＡ各店舗から集まった15人の職員の
防犯意識向上につなげました。
　また、同署の若杉里子警部補からは「通報時は、
とっさの対応になり、犯人の特徴を全て伝えるのは
難しいため、思い出したことがあればすぐに連絡が
ほしい。事前に通報の仕組みを作っておくことで、
迅速な逮捕につながる」と伝えられました。
　訓練を行い、金融共済部の平野部長は「直接的な
強盗は減少傾向にあるがネット詐欺や振り込め詐欺
が増加している。各自、万が一の際の準備や心構え
をしてもらいたい」と講評しました。
　訓練終了後には、防犯カラーボールによる実演も
行い、インクの飛散状況を確認しました。

▲訓練に取り組む様子

事件に備えて模擬訓練実施今年度も農業用廃プラスチック回収を実施
　当ＪＡでは10月27日から28日の２日間、使用
済み農業用ビニールやポリフィルム、農業用廃
プラスチックを回収しました。
　今年度も春と秋に行い、生産者はビニール類
やポリフィルム類に分別して相内地区の小麦乾
燥調製施設に持ち込みました。回収した廃プラ
スチックは、苫小牧のリサイクル業者に運ばれ
プラスチック燃料として再生利用されます。
　当ＪＡでは引き続き、環境保全の視点から生
産者に適切な分別と洗浄、排出を呼び掛けてい
きます。

▲廃プラ回収の様子

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
３
年
ぶ
り
に
、
管
内
の
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
農
業
生
産
施
設
の

見
学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
施
設
へ
の
受

け
入
れ
は
地
域
産
業
を
学
ぶ
社
会
科
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
年

は
受
け
入
れ
を
10
月
に
限
定
し
て
実
施
し
、

市
内
小
学
校
６
校
延
べ
２
６
０
人
の
児
童

が
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
に
は
美
山
小
学
校
３
年
生
70

人
が
、
相
内
地
区
の
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設

玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
へ
よ
う
こ
そ
！

～
小
学
児
童
が
施
設
見
学
～

を
訪
問
。
施
設
で
は
玉
ね
ぎ
の
選
果
ラ
イ

ン
を
通
り
、
箱
詰
め
さ
れ
る
ま
で
の
工
程

を
見
学
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
玉
ね
ぎ

が
次
々
と
選
果
ラ
イ
ン
を
流
れ
て
い
く
様

子
に
、
児
童
た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
で

し
た
。

　

見
学
後
は
質
問
の
時
間
を
設
け
、
「
北

見
の
玉
ね
ぎ
は
ど
こ
の
国
に
運
ん
で
い
ま

す
か
？
」
な
ど
、
児
童
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心

の
あ
る
こ
と
を
質
問
し
、
活
発
な
施
設
見

学
と
な
り
ま
し
た
。

▲選果ラインを見学する児童

▲質問の答えを熱心にメモする児童
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第９回 理事会報告
　10月27日、午前９時00分より第９回定例理事会が開催され、報告
事項17件、決議事項４件が協議され、原案通り承認されました。

【報告事項】
①内部監査（個人情報保護・情報セキュリティ対策・東京事務所）
　報告について
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
④コンプライアンス事故報告について
⑤作況調査（10月15日）報告について
⑥肥料価格高騰に係る支援事業（国事業・道事業）の取り進めにつ
　いて
⑦農業生産資材高騰対応に関する支援要請（自治体及び議会）につ
　いて
⑧Ｒ４年産馬鈴しょ・玉ねぎの選果販売状況について
⑨令和４年産もち米生産見込みについて
⑩令和２年産及び令和３年産もち米の精算について
⑪小麦の仕組みと情勢について
⑫令和４年産共計豆類仮渡金の設定について
⑬Ｒ３肥料年度共計精算及び各種奨励金実績について
⑭生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑮第３回オホーツク酪農畜産対策委員会について
⑯2022北海道ホルスタインナショナルショウについて
⑰人事の発令について

【決議事項】
①規程類の改正について
②固定資産の処分について
③酪農・畜産経営安定対策に係るＪＡ独自支援対策について
④Ｒ５年産共計玉ねぎ・馬鈴しょ取扱要領の設定について（早出し
　取扱細則）

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

～
制
定
よ
り
75
年
目
の
11
月
19
日
～

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
（
農

協
法
）
が
公
布
さ
れ
、
今
年
で
75
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の
協

同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、
「
農
業
生
産
力
の
増

進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向

上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た
め
の
組

織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自

主
・
自
立
」
「
民
主
的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の

安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

的
に
感
染
拡
大
し
、
社
会
・
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
経
済
活
動
は
徐
々
に

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
分
野
に
お
い
て
は
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
農
畜
産
物
の
消
費
の

低
迷
、
飼
料
・
肥
料
等
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。

　

思
い
返
す
と
世
界
規
模
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
マ
ス
ク
の
需
要
が
急
激

に
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
大
部
分
を
海
外
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
内
は
深
刻

な
マ
ス
ク
不
足
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
国
が
食
料

の
輸
出
を
制
限
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
そ
れ
ら

の
国
か
ら
日
本
は
食
料
を
多
く
輸
入
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の
問
題
が
発
生

し
た
と
き
、
私
た
ち
の
食
料
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
か
。
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
教
訓
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
民
が
必
要
と
し
消
費
す
る

食
料
は
で
き
る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す
る
「
国
消

国
産
」
と
い
う
考
え
方
は
、
消
費
者
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
大
切
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
１
９
４
５

年
に
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
発
足
し

た
日
、
さ
ら
に
１
９
８
１
年
に
国
連
が
「
世
界
食

料
デ
ー
」
に
定
め
た
日
で
あ
る
10
月
16
日
を
、

「
国
消
国
産
の
日
」
と
し
て
制
定
し
、
令
和
３
年

に
日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
こ
の
国
消
国
産
の
周
知
、
さ
ら
に
は

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
確
認
さ
れ
た
５
５
０
万
人
サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
く
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
が
一
体
と
な
っ
て
「
ア
グ
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
北
海
道
」
と
題
し
た
統
一
し
た
取
組
み
を

し
っ
か
り
と
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
事
業
の
拠
り
所

と
し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法

公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し

ま
す
。

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長　小野寺　俊幸

登
録
無
料
!!



        れからさむくなりますね。

        コロナウイルスにもかか

        らないように、きをつけ

        ましょう。

1617

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

10月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　10月号のまちがいさがしの答えは「１、４、７、10、12」

でした。正解者28名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「大正金時と鶏肉

のキーマカレー」と「玉ねぎと鶏もも肉の黒カレー」をプ

レゼント致します。

（　　　）内は地区名

・戸田富美子さま（北　見）・宮島　和子さま（北　見）
・浜田　和美さま（訓子府）・佐々木友香さま（訓子府）
・石村　新吉さま（置　戸）・永江美貴子さま（温根湯）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答
え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記
入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「白
花美人」２袋と「オニオンコンソメ」をプレゼ
ント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　10月16日に北見ハーフマラソンが開催されました

ね。読者の皆さんの中にも出場された方はいるので

しょうか？
　今年の雪は少ないといいなぁ…。インフルエンザの同時

流行も心配されていますので、今一度手洗いうがいを徹底

しましょう！

（北見地区　安斉　龍ノ介さん）

こ　　  ラソン大好きな私。もう少し若くて、暇があっ

　　  たら、出てみたかったです。
マ

（匿名希望）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和４年10月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,613人

5,803人

901戸

116,748百万円

16,421百万円

4,881百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

秋の冷やし鉢いろいろキノコの炊き込みご飯

・気温がぐっと下がり、17時になると暗くなり退勤後に外を走り回り

　たい私には辛い季節がやってきました。体調を崩しやすい時期です

　が、バランスの良い食事と休養で元気に冬を迎えましょう！

・先日、自宅付近で幼虫を発見‼寒そうだったの

　で植物の近くに隠してあげましたが、次の日に

　はいなくなっていました…。寒さに負けず成長

　できるといいですね☆　　　　（苧毛　鈴奈）

◆ 材料（10人分）◆◆ 材料（６人分）◆

❶ヒラタケ、マイタケ、ハナビラタケはほ
ぐし、マッシュルームはスライスしてお
く。だし汁の材料を鍋に入れ一煮立ちさ
せ冷ましておく。
❷米をとぎ、ざるに20分あげておく。
❸炊飯器にだし汁を入れ、②の米とキノコ

類を入れ20分浸し炊き上げる。
❹器に盛り付けて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

………………………………………450g
………………………………120g

…………………………………80g
……………………………60g

…………………………４個
　

………………………350ml
　……………………………35ml
………………………………35ml
………………………………35ml

米
ヒラタケ
マイタケ
ハナビラタケ
マッシュルーム
だし汁
　かつおだし
　しょうゆ
　みりん
　料理酒

❶サツマイモ、サトイモ、カボチャは皮を
むき乱切りにして水洗いし、薄く塩を振
り蒸し器で20分ほど蒸す。
❷器に①の野菜、半分にカットしたミニト

マトを彩りよく盛り込む。
❸小鍋にＡを入れ一煮立ちさせ、熱いうち

に②の器に流し入れる。
❹粗熱を取ってから冷蔵庫で冷やし、Ａが

固まったら出来上がり。
　仕上げに振りユズをかけてどうぞ。

◆ 作 り 方 ◆

……………………………240g
………………………………240g
………………………………120g

……………………………10個
………………………………………適宜

…………………………………………適宜
　

………………………640ml
………………………80ml

………………………………80ml
……………………………８g

サツマイモ
サトイモ
カボチャ
ミニトマト
ユズ
塩
A（だし汁ゼリー）
　かつおだし
　薄口しょうゆ
　みりん
　粉ゼラチン


